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研究の背景･目的

トドマツ人工林の新たな施業指針について

道総研本部 研究企画部 知的財産グループ 滝谷 美香
林業試験場 森林資源部 保護グループ 徳田佐和子

研究の内容･成果

今後の展開

●市町村単位の地位＊指数
マップを作成しました。

・地域の特性や実情を踏
まえ，植栽から主伐まで，
一貫した施業計画を検
討することができます。

●林分成長モデル等を
作成しました。

＊地位：森林の生産性を示す指数；樹
種，気候，地勢，土壌条件等
に影響される
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●根株腐朽実態を
把握しました。

・調査対象のトドマツ
26.3％に根株腐朽被
害が発生し，これら被
害の約3割は根株付
近の損傷に起因して
いました。

（ｍ）

木口面の腐朽直径 （cm）

n=29腐

朽

高

●根株腐朽被害予
測を可能にしました。

・林齢が上がるほど腐
朽しやすく，地形など
によっても腐朽程度
が変わることがわ
かったので，被害予
測式を作成しました。 ・トドマツ木口面の状態から腐

朽高を大まかに推測すること
が可能になりました。

●収穫予測ソフトウェアを開発しまし
た。

トドマツ人工林収穫予測ソフトウェ
アの改良による，多様な施業に対
応したシステム開発

トドマツ根株腐朽被害の実情の
把握と，腐朽程度の予測

新しい施業指針の提示 ・偏りのある資源の安定的・
持続的利用のため

（平成23年度 北海道林業統計より）

■多様な施業に対応可能な収穫予測ソフトウェアを開発しました。

■根株腐朽被害の影響調査により被害予測を可能にしました。

■印刷可能な普及用の施業指針（手引）を作成しました。

●多様な施業に対応した施業
指針を作成しました。

・根株腐朽被害対策や，多様な
施業計画に対応した指針を提
示しています。 	  

	  

はじめに	  

	  

近年の世界的な木材需給構造の変化に伴い外材の輸入量が減少する中，充実期を迎

えた国内の人工林資源が注目されている。中でも北海道産のトドマツは，建築用材や

輸送用資材として利用されており，道内人工林資源の過半を占める豊富な資源量を背

景に，より多様な用途での持続的利用が期待されている。	  

しかし，トドマツ人工林は面積の７割以上が 30～50 年生に集中し，資源量が極端に

偏在しており，木材を長期にわたり持続的かつ安定的に供給していくためには，伐採

時期を 60 年以上とする長伐期施業を取り入れるとともに，伐採，造林を計画的，段階

的に行う必要がある。	  

トドマツ人工林施業指針は昭和 60 年にまとめられたが，高齢林分のデータが少ない

時期に作成したものであり，また，高密度植栽を前提としていたことから，長伐期施

業や育林コストを低減する低密度植栽にも十分対応できていない。また，長伐期施業

の場合，根株腐朽による材質劣化が懸念されるが，発生予測などの対策も講じられて

いない。	  

これらのトドマツを取り巻く状況の変化に柔軟に対応し，持続的利用を実現してい

くためには，新たな施業指針の確立が喫緊の課題となっており，行政，森林組合，民

間企業などからの要請も多く寄せられていた。	  

そこで、林業試験場では平成 22～25 年度に道総研の重点研究「トドマツ人工林資源

の持続的・安定的利用を目指した新たな施業指針の確立」を実施した。本研究課題で

はトドマツ人工林資源の持続的・安定的利用を可能にするため，成長データなどを収

集・分析し量的な収穫予測技術を改善するとともに，長伐期化など多様な施業方法や

トドマツの材質を劣化させる根株腐朽の対策を組み入れた，新たなトドマツ人工林施

業指針を検討した。	  

本手引は、前述に研究課題の成果を整理するとともに、森林保護や生物多様性など

最近のトドマツ人工林に関連する調査研究等についても掲載した。本手引きが、道内

の林業関係者のみならず森林・林業に関わる方々に広く活用され、今後のトドマツ人

工林の木材生産機能や公益的機能など森林の多面的機能の向上の一助となれば幸いで

ある。	  

	  	  

	  

	  

	  
	  

	  

	  

	  

	  

	  

	  

	  

	  

	  

	  

	  

	  

	  

トドマツ人工林施業の手引	  

北海道立総合研究機構	  

森林研究本部	  

林業試験場	  

●腐朽被害を回避する
施業方法の発展

●出材予測への展開

・より質の高い山つくりを目
指して研究を進めます。

 


